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語文120（2023・6　大阪大学国語国文学会）

『
内
裏
詩
歌
合
』
に
お
け
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
利
用
方
法

黄　
　
　
　
　

夢　
　

鴿

は
じ
め
に

詩
歌
合
と
は
、
詩
合
形
式
と
歌
合
形
式
を
結
合
し
、
漢
詩
と
和
歌
を
番
い

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
後
鳥
羽
院
が
主
催
し
た

『
元
久
詩
歌
合
』は
詩
歌
合
の
規
範
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
順
徳
天
皇
内

裏
で
詩
歌
合
が
盛
行
し
、
建
暦
三
（
一
二
一
三
）
年
二
月
二
十
六
日
に
『
内

裏
詩
歌
合
』
が
催
さ
れ
た
。『
内
裏
詩
歌
合
』
は
二
題
各
二
十
六
番
、
計
五
十

二
番
の
詩
歌
か
ら
な
る
。「
山
中
花
夕
」
と
「
野
外
秋
望
」
と
の
二
題
の
も
と

に
、題
ご
と
に
漢
詩
と
和
歌
を
二
首
ず
つ
詠
ん
で
い
る
。
詩
人
と
し
て
は
、藤

原
範
時
・
平
経
高
な
ど
の
十
三
名
、
歌
人
と
し
て
は
、
藤
原
良
平
・
藤
原
定

家
・
順
徳
天
皇
な
ど
の
十
三
名
が
列
座
し
て
い
る
。
完
本
の
現
存
す
る
詩
歌

合
が
少
な
い
中
で
、
初
期
の
詩
歌
合
の
詠
法
を
考
察
す
る
の
に
重
要
な
作
品

で
あ
る
。
そ
し
て
、
順
徳
天
皇
内
裏
で
行
わ
れ
た
詩
歌
合
の
う
ち
、『
内
裏
詩

歌
合
』
は
現
存
す
る
唯
一
の
も
の
と
し
て
、
順
徳
天
皇
を
中
心
と
す
る
建

暦
・
建
保
期
の
詩
壇
・
歌
壇
の
活
動
や
当
時
の
和
歌
と
漢
詩
の
詠
法
を
う
か

が
え
る
一
資
料
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
詩
歌
合
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
は
『
元
久
詩
歌
合
』

を
中
心
に
扱
っ
て
お
り
、『
内
裏
詩
歌
合
』
に
目
を
向
け
て
い
な
い
。
実
際
に

見
て
み
る
と
、『
内
裏
詩
歌
合
』
に
は
『
元
久
詩
歌
合
』
に
見
え
な
い
特
徴
も

あ
る
。
例
え
ば
、『
元
久
詩
歌
合
』
の
漢
詩
句
で
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
利
用

が
少
な
い
の
に
対
し
、『
内
裏
詩
歌
合
』
の
漢
詩
句
に
お
い
て
は
『
和
漢
朗
詠

集
』
の
表
現
を
用
い
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
る
。
当
時
の
詩
歌
合
の
詠
法
を

知
る
た
め
に
、『
元
久
詩
歌
合
』
の
み
な
ら
ず
、『
内
裏
詩
歌
合
』
の
詠
法
も

踏
ま
え
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
唐
沢
正
実
氏
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、『
内
裏
詩
歌
合
』
に
出
詠
し
て
い
る
漢
詩
の
作
者
は
、
菅
原
為
長

や
藤
原
資
実
な
ど
前
代
以
来
の
儒
者
だ
け
で
な
く
、
順
徳
天
皇
の
近
臣
な
ど

歌
人
も
多
く
存
在
す
る（

（
（

。
漢
詩
と
和
歌
の
詠
法
を
考
え
る
際
に
、
作
者
は
儒

者
な
の
か
、
歌
人
な
の
か
と
い
う
点
を
考
慮
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
内
裏
詩
歌
合
』
に
注
目
し
、
特
に
そ
の
漢
詩
句
に

お
け
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
作
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者
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
か
を
検
討
し
、『
和
漢
朗
詠

集
』
の
利
用
方
法
と
作
者
と
の
関
連
も
考
え
た
い
。

一
、
破
題
に
お
け
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
利
用

詩
歌
合
に
お
け
る
漢
詩
句
は
、
句
題
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
句

題
詩
の
詠
法
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
句
題
詩
は
五
文
字
か
ら
な
る
題
で
詠

ま
れ
た
も
の
で
、
平
安
中
期
以
降
、
日
本
独
自
の
規
則
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

一
首
を
構
成
す
る
首
聯
・
頷
聯
・
頸
聯
・
尾
聯
は
そ
れ
ぞ
れ
「
題
目
」（
題

字
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
）・「
破
題
」（
題
字
を
そ
の
文
字
か
ら
連
想
す
る
別

の
表
現
に
言
い
換
え
て
題
意
を
表
現
す
る
）・「
本
文
」（
故
事
を
用
い
て
題

意
を
表
現
す
る
）・「
述
懐
」（
作
者
自
身
の
感
懐
を
述
べ
る
）
と
規
定
さ
れ

て
い
た（

（
（

。
頷
聯
と
頸
聯
は
対
句
を
用
い
て
、
題
字
を
そ
の
ま
ま
使
用
せ
ず
に

他
の
表
現
に
置
き
換
え
る
と
い
う
破
題
的
詠
法
を
用
い
る
。
こ
の
よ
う
な
詠

法
を
踏
ま
え
、
堀
川
貴
司
氏
は
詩
歌
合
の
詠
法
に
つ
い
て
、
特
に
『
元
久
詩

歌
合
』
の
漢
詩
句
に
注
目
し
、
題
の
文
字
を
用
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う

ル
ー
ル
を
破
る
も
の
が
見
え
る
が
、
同
一
詩
人
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
前
後
二

聯
は
句
題
詩
の
対
句
部
分
（
頷
聯
・
頸
聯
）
の
破
題
的
詠
法
を
あ
る
程
度
守

ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（

（
（

。『
内
裏
詩
歌
合
』

の
漢
詩
句
も
、
先
行
研
究
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
脚
韻
や
平
仄
か
ら
見
る

と
、
一
首
の
対
句
部
分
と
理
解
で
き
る（

（
（

。
そ
し
て
、
具
体
的
な
詠
法
も
『
元

久
詩
歌
合
』
と
同
様
に
、
題
字
を
用
い
な
い
と
い
う
規
則
を
守
っ
て
い
な
い

例
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
題
の
文
字
を
他
の
表
現
に
言
い
換
え
る
と
い
う
句

題
詩
に
お
け
る
破
題
的
詠
法
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
句
題
詩
の
破
題
作
成
に
お
い
て
、『
和
漢
朗
詠
集
』
は
重
要
な
取

材
源
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。佐
藤
道
生
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、『
和
漢
朗
詠
集
』

は
鎌
倉
期
以
降
、
幼
学
書
の
一
つ
に
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
破
題
製
作

に
有
効
な
基
本
的
語
彙
を
提
供
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に
設
け
ら
れ

て
い
る
朗
詠
題
に
は
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
に
わ
た
る
お
よ
そ
一
一
〇
の

項
目
が
あ
り
、
四
季
の
景
物
か
ら
人
事
に
至
る
ま
で
、
詩
歌
の
主
題
が
網
羅

さ
れ
て
お
り
、
平
安
後
期
の
詩
人
が
朗
詠
題
を
頼
り
に
破
題
の
表
現
を
得
て

い
た（

（
（

。
具
体
的
な
例
と
し
て
は
、
佐
藤
論
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
藤
原
忠
通

（
一
〇
九
七
―
一
一
六
四
）
の
『
法
性
寺
殿
御
集
』
の
漢
詩
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、「
雪
裏
老
人
思
」（
雪
裏　

老
人
の
思
ひ
）
を
題
と
す
る
句
題
詩（

（
（

が

挙
げ
ら
れ
る
。

繽
紛
雪・

裏・

眠
方
驚　

繽
紛
た
る
雪
の
裏　

眠
り　

方
に
驚
く

翫
此
老・

人・

感
思・

成　

此
を
翫
び
て　

老
人　

感
思
成
る

携老

杖人

路
深
盈雪
尺
暁裏　

杖
を
携
へ
て
路
深
し　

尺
に
盈
つ
る
暁

懸老

車人

跡
断
積雪
庭
程裏　

車
を
懸
け
て
跡
断
ゆ　

庭
に
積
る
程

漢老朝
四人皓
花雪

前
興　

漢
朝
の
四
皓　

花
前
の
興

天老

人

宝
遺
民
月雪

下
情　

天
宝
の
遺
民　

月
下
の
情

行
客
香
山
初
至
夜　

行
客　

香
山
に
初
め
て
至
る
夜

更
看
鶴
氅
逐
風
軽　

更
に
看
る
に　

鶴か
く

氅し
ゃ
う

　

風
を
逐
ひ
て
軽
し

こ
の
一
首
の
頸
聯
は
、
対
句
を
用
い
て
句
題
を
詠
ん
で
お
り
、
題
の
「
老

人
」
を
言
い
換
え
る
際
に
「
天
宝
遺
民
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い
る
。「
天
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宝
遺
民
」
は
天
宝
（
唐
の
玄
宗
の
治
世
後
半
に
使
用
さ
れ
た
元
号
）
時
代
の

生
き
残
り
の
人
々
と
い
う
意
味
を
表
し
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
老
人
」
題
に

収
め
ら
れ
て
い
る
白
居
易
詩
の
「
再
三
憐
汝
非
他
事
、
天
宝
遺
民
見
漸
稀
」

（
再
三
汝
を
憐
れ
ぶ
こ
と
は
他
の
事
に
非
ず
、
天
宝
の
遺
民
は
見
る
に
漸
く

稀
な
り
。
724
）に
見
ら
れ
る
。
題「
雪
裏
老
人
思
」を
言
い
換
え
る
際
に
、
作

者
は
「
老
人
」
と
い
う
朗
詠
題
を
参
照
し
て
そ
の
下
に
あ
る
漢
詩
句
の
表
現

を
利
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、「
入
夜
有
虫
声
」（
夜
に
入
り
て
虫
の
声
有
り
）
と
い
う
句
題
で
詠

ま
れ
た
次
の
一
首
も
あ
る
。

虫・

声・

満
耳
感
難
禁　

虫
の
声　

耳
に
満
ち
て
感
ず
る
こ
と
禁
じ
難
し

入・

夜・

愁
人
動
寸
心　

夜
に
入
り
て
人
を
愁う
れ

へ
し
め　

寸
心
を
動
か
す

臥入

夜

聴
孤
床
鳴有

自虫

近声　

臥
し
て
孤
床
に
聴
け
ば　

鳴
く
こ
と
自
お
の
づ
から

近
し

起入

夜

依
暗
壁
織有

猶虫

深声　

起
き
て
暗
壁
に
依
れ
ば　

織
る
こ
と
猶
ほ
深
し

先入

夜

当
新
月
雖有

添虫

響声　

先
に
新
月
に
当
り
て
響
き
を
添
ふ
と
雖
も

終入

夜

到
明
朝
定有

罷虫

音声　

終
に
明
朝
に
至
り
て
定か
な
らず

音
を
罷や

む

蟋
蟀
韻
寒
腸
已
断　

蟋
蟀　

韻
寒
く
し
て　

腸　

已
に
断
つ

箇
中
移
座
苦
相
尋　

箇
中　

座
を
移
し
て
苦は
な
はだ

相
ひ
尋
ぬ

頷
聯
で
は
、
句
題
の
「
虫
声
」
を
表
す
た
め
に
、「
虫
」
と
い
う
朗
詠
題
に

あ
る
橘
直
幹
の「
山
館
雨
時
鳴
自
暗
、
野
亭
風
処
織
猶
寒
」（
山
館
の
雨
の
時　

鳴
く
こ
と
自
ら
暗
し
、
野
亭
の
風
の
処　

織
る
こ
と
猶
ほ
寒
し
。
330
）
と
い

う
摘
句
か
ら
、
虫
の
鳴
き
声
を
表
す
「
鳴
自
…
」
お
よ
び
機
を
織
る
の
に
聞

こ
え
る
蟋
蟀
の
鳴
き
声
を
表
す
「
織
猶
…
」
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
句
題
詩
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
破
題

の
表
現
が
選
ば
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
朗
詠
題
は
破
題
の
表
現
を
見
出
す
手

掛
か
り
で
も
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
句
題
詩
の
破
題
的
詠
法
と
深
く
関
わ
る
『
内
裏
詩
歌
合
』
の

漢
詩
句
は
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
か
。
上
記
の
よ
う
な
詠
法
を
踏
ま

え
、『
内
裏
詩
歌
合
』
の
漢
詩
句
で
は
、
題
を
表
現
す
る
際
に
『
和
漢
朗
詠

集
』
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

二
、『
内
裏
詩
歌
合
』
の
漢
詩
句
に
お
け
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
破

題
的
利
用

前
述
し
た
よ
う
に
、『
内
裏
詩
歌
合
』
の
漢
詩
句
に
お
い
て
、『
和
漢
朗
詠

集
』
の
表
現
を
用
い
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
る
。
句
題
詩
の
破
題
に
お
け
る

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
利
用
と
同
じ
よ
う
に
、『
内
裏
詩
歌
合
』
で
は
、
題
字
を

言
い
換
え
る
た
め
に『
和
漢
朗
詠
集
』の
表
現
を
使
用
す
る
も
の
が
あ
る
。
本

節
で
は
、『
内
裏
詩
歌
合
』
の
漢
詩
句
に
お
け
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
破
題
的

利
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、単
独
の
表
現
を
取
り
入
れ
る
も
の
と
し
て
、次
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
「
山
中
花
夕
」
題
・
十
五
番
・
藤
原
家
宣

雲山

色
帰中渓
憑
柳花

宿夕　

雲
色
は
渓
に
帰
り
て
柳
に
憑よ

り
て
宿
す

月夕

光
銜山

中
嶺
出
花花

遅　

月
光
は
嶺
を
銜ふ
く

み
て
花
よ
り
出
づ
る
こ
と
遅
し

・
和
漢
朗
詠
集
・
山
家（

（
（

・
562
・
橘
直
幹
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触
石
春
雲
生
枕
上　

石
に
触ふ

る
る
春
の
雲
は
枕
の
上
に
生な

る

銜
嶺
暁
月
出
窓
中　

嶺
を
銜ふ
く

む
暁
の
月
は
窓
の
中
よ
り
出
づ

②
「
野
外
秋
望
」
題
・
三
番
・
藤
原
資
実

隼野

外
・
秋

撃
林
梢
飛
望鳥

少　

隼　

林
の
梢
を
撃
ち
て　

飛
鳥
少
な
し

馬
野
外

嘶
原
上
猟
望徒

多　

馬　

原
の
上
に
嘶い
ば

え
て　

猟
徒
多
し

・
和
漢
朗
詠
集
・
秋
・
雁
付
帰
雁
・
321
・
菅
原
道
真

雁
飛
碧
落
書
青
紙　

雁　

碧
落
に
飛
び
て　

青
紙
に
書
せ
り

隼
撃
霜
林
破
錦
機　

隼　

霜
林
を
撃
ち
て　

錦
機
を
破
る

③
「
野
外
秋
望
」
題
・
八
番
・
源
通
方

低
雲秋

連
野野
外

遠秋鴻
滅望　

低
雲　

野
に
連
な
り
て　

遠
鴻
滅
ゆ

爽
籟秋

興
林野
外

睡秋

望
鹿
驚　

爽
籟　

林
に
興
り
て　

睡
鹿
驚
く

・
和
漢
朗
詠
集
・
山
・
495
・
大
江
以
言

衆
籟
暁
興
林
頂
老　

衆
籟　

暁
に
興
り
て　

林
の
頂
老
い
た
り

群
源
暮
叩
谷
心
寒　

群
源　

暮
に
叩
き
て　

谷
の
心
寒
し

①
で
は
、「
山
家
」
と
い
う
朗
詠
題
に
収
め
ら
れ
る
摘
句
の
表
現
「
銜
嶺
…

月
出
…
」
を
用
い
、
峰
に
か
か
る
月
が
上
に
昇
っ
て
現
れ
て
く
る
こ
と
を
詠

ん
で
、
題
の
「
山
中
」
と
「
夕
」
を
言
い
換
え
て
い
る
。
②
で
は
題
の
「
野

外
」
と
「
秋
」
を
詠
む
際
に
、「
雁
」
と
い
う
朗
詠
題
に
あ
る
漢
詩
句
の
表
現

「
隼
撃
（
霜
）
林
」
を
利
用
し
て
い
る
。
③
は
朗
詠
題
「
山
」
に
収
録
さ
れ
て

い
る
摘
句
の
「
籟
…
興
林
」
と
い
う
表
現
を
取
り
入
れ
、
題
の
「
野
外
秋
」

を
表
し
て
い
る
。
朗
詠
題
の
「
山
家
」
は
「
山
」
と
い
う
題
の
「
山
中
花
夕
」

と
共
通
す
る
文
字
を
持
っ
て
い
る
。「
雁
」
は
秋
の
景
物
と
し
て
漢
詩
と
和
歌

に
よ
く
詠
ま
れ
る
表
現
で
あ
り
、
題
中
の
「
秋
」
に
関
わ
る
。「
山
」
は
「
山

野
」
な
ど
の
よ
う
に
よ
く
「
野
」
と
一
緒
に
詠
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
題
の

「
野
外
」と
互
い
に
連
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
内
裏
詩
歌
合
』で
は
、
詩

歌
合
の
題
と
一
致
す
る
文
字
を
持
つ
朗
詠
題
の
み
な
ら
ず
、
題
字
か
ら
連
想

で
き
る
朗
詠
題
も
手
掛
か
り
と
し
て
、
題
を
言
い
換
え
る
表
現
を
見
出
す
場

合
が
見
ら
れ
る（

（
（

。

そ
し
て
、『
内
裏
詩
歌
合
』
で
は
破
題
す
る
た
め
に
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に

お
け
る
摘
句
の
対
句
表
現
を
セ
ッ
ト
で
取
り
入
れ
る
例
も
多
い
。
そ
れ
は

「
対
句
表
現
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
破
題
す
る
場
合
」
と
「
対
句
表
現
を
工
夫
し

て
破
題
に
用
い
る
場
合
」
に
分
け
ら
れ
る
。

ま
ず
、「
対
句
表
現
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
破
題
す
る
場
合
」
と
し
て
、
藤
原

頼
範
が
「
山
中
花
夕
」
題
で
詠
ん
だ
次
の
一
聯
（
十
二
番
）
を
取
り
上
げ
る
。

④
与
鳥山

中

夕
帰
林
期
暁夕月　

鳥
と
林
に
帰
り
て　

暁
の
月
を
期
す

為
花花

夕
借
宿
入
春山

中雲　

花
が
為
に
宿
を
借
り
て　

春
の
雲
に
入
る

頼
範
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
山
家
」
題
に
収
め
ら
れ
る
「
触
石
春
雲
生

枕
上
、
銜
峯
暁
月
出
窓
中
」（
用
例
①
参
照
）
と
い
う
摘
句
の
表
現
「
春
雲
」

と
「
暁
月
」
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
題
の
「
山
中
」
と
「
夕
」
を
詠
み
か

え
て
い
る
。

ま
た
、「
山
中
花
夕
」
題
で
詠
ま
れ
た
平
経
高
の
一
例
（
三
番
）
も
挙
げ
ら

れ
る
。
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⑤
煙花霞
林山
中

遠
暮
夕雲

掛　

煙
霞
の
林
遠
く
し
て　

暮
雲
掛
る

桃花李
蹊山
中

深
春
夕日

垂　

桃
李
の
蹊
深
く
し
て　

春
日
垂
る

こ
の
一
聯
は
題
の
「
花
」
を
表
現
す
る
際
に
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
煙
霞

遠
近
応
同
戸
、
桃
李
浅
深
似
勧
杯
」（
煙
霞
の
遠
近
は
同
戸
な
る
べ
し
、
桃
李

の
浅
深
は
勧
杯
に
似
た
り
。
40
・
菅
原
道
真
）
と
い
う
摘
句
か
ら
、「
煙
霞
」

と
「
桃
李
」
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
さ
ら
に
、

そ
の
摘
句
の
朗
詠
題
は
「
三
月
三
日
付
桃
」
で
あ
り
、
題
の
「
花
」
に
関
連

し
て
い
る
。

上
記
の
例
以
外
に
、
題
を
言
い
換
え
る
た
め
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
対
句

表
現
を
利
用
す
る
漢
詩
句
は
、
次
の
よ
う
に
列
挙
で
き
る
。

⑥�

攀
艶
共
帰
樵
客
路
、
耽
粧
欲
宿
隠
倫
家

�

（「
山
中
花
夕
」
題
・
九
番
・
藤
原
範
朝
）

・
大
庾
嶺
之
梅
早
落
、
誰
問
粉
粧

匡
廬
山
之
杏
未
開
、
豈
趁
紅
艶

�

（
和
漢
朗
詠
集
・
春
・
柳
・
106
・
大
江
維
時
）

⑦�

客
路
送
薫
新
月
影
、
樵
衣
惟
馥
暖
風
辰

�

（「
山
中
花
夕
」
題
・
二
十
六
番
・
藤
原
範
宗
）

・�

曲
驚
楚
客
秋
絃
馥
、
夢
断
燕
姫
暁
枕
薫

�

（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
・
蘭
・
289
・
橘
直
幹
）

⑧�

月
浮
水
面
寒
花
白
、
霧
断
山
腰
遠
雁
低

�

（「
野
外
秋
望
」
題
・
十
番
・
藤
原
頼
範
）

・�

山
腰
帰
雁
斜
牽
帯
、
水
面
新
虹
未
展
巾

�

（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
・
雁
付
帰
雁
・
325
・
都
在
中
）

⑥
は
「
柳
」
と
い
う
朗
詠
題
の
摘
句
に
お
け
る
「
艶
」
と
「
粧
」、
⑦
は
朗

詠
題
「
蘭
」
に
お
け
る
花
を
表
現
す
る
「
馥
」
と
「
薫
」
を
用
い
て
題
の

「
花
」
を
言
い
換
え
て
い
る
。
⑧
は
「
雁
付
帰
雁
」
と
い
う
朗
詠
題
に
収
め
ら

れ
る
摘
句
の
「
水
面
」
と
「
山
腰
…
雁
」
を
利
用
し
、
題
の
「
野
外
秋
」
を

詠
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
朗
詠
題
に
つ
い
て
、
⑥
の
「
柳
」
は
春
の
景
物
で

あ
り
、
そ
し
て
春
か
ら
花
も
連
想
さ
れ
る
（
（1
（

た
め
、「
柳
」
は
題
の
「
花
」
に
関

わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
⑦
の
「
蘭
」
は
蘭
花
で
あ
り
、
題
の
「
花
」

に
関
連
す
る
。
⑧
の
「
雁
付
帰
雁
」
は
秋
の
景
物
と
し
て
、
題
の
「
野
外
秋

望
」
と
関
連
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
対
句
表
現
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
題

を
言
い
換
え
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
題
に
関
わ
る
あ
る
い
は
題

か
ら
連
想
で
き
る
朗
詠
題
に
よ
っ
て
、
破
題
の
た
め
の
表
現
を
選
択
す
る
傾

向
が
う
か
が
え
る
。

続
い
て
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
対
句
表
現
を
工
夫
し
て
破
題
に
用
い
る
場

合
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
菅
原
為
長
の
二
聯
を
取
り

上
げ
る
。

⑨
「
山
中
花
夕
」
題
・
五
番

一
日
遊山
中
・
花春

帰
夕帯

月　

一
日
春
に
遊
び　

帰
る
に
月
を
帯
ぶ

双山

中雲
為
雪
老花

夕
眠
花　

双
雲
雪
と
為
り　

老
い
て
花
に
眠
る
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・
和
漢
朗
詠
集
・
僧
・
605
・
鮑
溶（
（1
（

野
寺
訪
僧
帰
帯
月　

野
寺
に
僧
を
訪
ひ
て　

帰
る
に
月
を
帯
ぶ

芳
林
携
客
酔
眠
花　

芳
林
に
客
を
携
へ
て　

酔
ひ
て
花
に
眠
る

⑩
「
野
外
秋
望
」
題
・
五
番

白
望鷺双

飛
秋野
外
秋沢

雪　

白
鷺
双な
ら

び
に
飛
ぶ　

秋
沢
の
雪

紅秋

望

梢
半
出
暮野

外山
雲　

紅
梢
半
ば
出
づ　

暮
山
の
雲

・
和
漢
朗
詠
集
・
山
水
・
501
・
白
居
易

　

碍
日
暮
山
青
簇
簇　

日
を
碍
ふ
る
暮
山
は
青
く
し
て
簇
簇
た
り

　

浸
天
秋
水
白
茫
茫　

天
を
浸
す
秋
水
は
白
く
し
て
茫
茫
た
り

⑨
は
題
の
「
花
夕
」
を
表
現
す
る
際
に
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
摘
句
に
お
け

る
「
帰
帯
月
」
と
「（
酔
）
眠
花
」
を
セ
ッ
ト
で
用
い
て
い
る
。
朗
詠
題
の

「
僧
」
は
題
の
「
山
中
」
に
関
わ
る
。
し
か
し
、「
酔
眠
花
」
は
そ
の
ま
ま
用

い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、「
酔
」
と
い
う
文
字
が
「
老
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て

い
る
。
⑩
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
漢
詩
句
に
お
け
る
「
暮
山
」
と
「
秋
水
」

を
利
用
し
て
、
題
の
「
野
外
」
と
「
秋
」
を
詠
ん
で
い
る
が
、「
秋
水
」
は

「
秋
沢
」
に
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
朗
詠
題
の
「
山
水
」
は
題
の

「
山
」
と
共
通
す
る
文
字
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
次
の
例
が
見
ら
れ
る
。

⑪�

桃
渓
浪
洗
斜
陽
影
、
梅
嶺
風
芳
欲
夜
声

�

（「
山
中
花
夕
」
題
・
二
番
・
藤
原
範
時
）

・�

気
霽
風
梳
新
柳
髪　

氷
消
浪
洗
旧
苔
鬚

�

（
和
漢
朗
詠
集
・
春
・
早
春
・
13
・
都
良
香
）

・�

槐
花
雨
湿
新
秋
地　

桐
葉
風
涼
欲
夜
天

�

（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
・
早
秋
・
209
・
白
居
易
）

⑫�

風
生
村
柳
多
黄
落
、
月
透
野
松
帯
翠
氛

�

（「
野
外
秋
望
」
題
・
六
番
・
菅
原
為
長
）

・�

風
生
竹
夜
窓
間
臥　

月
照
松
時
台
上
行

�

（
和
漢
朗
詠
集
・
夏
・
夏
夜
・
151
・
白
居
易
）

⑬�

寒
野
鹿
蹊
穿
霧
見
、
暮
山
雁
陣
与
雲
斜

�

（「
野
外
秋
望
」
題
・
十
一
番
・
藤
原
範
時
）

・�

霜
鶴
出
皋
披
霧
舞　

孤
帆
連
水
与
雲
消

�

（
和
漢
朗
詠
集
・
晴
・
413
・
菅
原
文
時
）

⑭�

蘭
叢
露
馥
風
千
畝
、
木
葉
秋
紅
霜
一
村

�

（「
野
外
秋
望
」
題
・
十
七
番
・
藤
原
兼
隆
）

・
露
滴
蘭
叢
寒
玉
白　

風
銜
松
葉
雅
琴
清

�

（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
・
露
・
339
・
源
英
明
）

こ
れ
ら
の
例
も
⑫
と
⑬
を
除
く
と
、
□
部
分
が
示
す
よ
う
に
、
題
と
同
じ

文
字
を
持
つ
、
あ
る
い
は
題
字
か
ら
連
想
さ
れ
る
朗
詠
題
を
頼
り
に
表
現
を

見
出
す
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、『
内
裏
詩
歌
合
』
の
漢
詩
句
で
は
、
破
題
す
る

際
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
お
け
る
単
独
の
表
現
と
対
句
表
現
を
取
り
入
れ
る

例
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
対
句
表
現
を
詠
み
込
む
場
合

は
、
そ
の
ま
ま
用
い
る
場
合
と
表
現
を
変
え
て
利
用
す
る
場
合
に
分
け
ら
れ
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る
。
全
体
的
に
見
る
と
、
題
字
に
関
わ
る
朗
詠
題
を
手
掛
か
り
と
し
て
破
題

の
表
現
を
得
る
傾
向
が
見
え
る
。

以
上
、『
内
裏
詩
歌
合
』
に
お
け
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
破
題
的
利
用
に
つ

い
て
考
察
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、『
内
裏
詩
歌
合
』
で
は
、
漢
詩
句
を

作
る
際
に
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
表
現
を
破
題
に
利
用
す
る
場
合
の
み
な
ら

ず
、
題
と
関
係
な
く
言
葉
の
み
で
取
り
入
れ
る
場
合
も
見
ら
れ
る
。
次
節
で

は
破
題
以
外
の
利
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三
、『
内
裏
詩
歌
合
』
の
漢
詩
句
に
お
け
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
破

題
以
外
の
利
用

『
内
裏
詩
歌
合
』
の
漢
詩
句
に
お
け
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
破
題
以
外
の
利

用
も
「
単
独
の
表
現
を
取
り
入
れ
る
場
合
」
と
「
対
句
表
現
を
取
り
入
れ
る

場
合
」
に
分
類
で
き
る
。

ま
ず
、「
単
独
の
表
現
を
取
り
入
れ
る
場
合
」
と
し
て
、
藤
原
教
実
が
「
山

中
花
夕
」
題
に
よ
っ
て
詠
ん
だ
一
聯
（
十
七
番
）
が
あ
る
。

⑮
唯
逗
春山
中
花山

応
卜夕宿　

唯
だ
春
山
に
逗と
ど

み
て
応
に
宿
を
卜さ
だ

む
べ
し

　

縦
覃
西夕日
欲
何
之　

縦
ひ
西
日
に
覃お
よ

べ
ど
も
何い
づ

く
か
之ゆ

か
む
と
欲す

る

こ
の
二
句
は
『
和
漢
朗
詠
集
』「
述
懐
」
題
の
摘
句
、
白
居
易
の
「
事
事
無

成
身
也
老
、
酔
郷
不
知
欲
何
之
（
事
事
に
成
す
こ
と
無
く
し
て
身
也ま

た
老
い

た
り
、
酔
郷
を
知
ら
ず
し
て
何
く
か
之
か
む
と
欲
る
。
756
）
の
「
欲
何
之
」

と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。「
欲
何
之
」
は
白
居
易
の
好
む
表
現
で
あ
り
、

『
白
氏
文
集
』
に
数
例
見
ら
れ
る
。
教
実
は
直
接
『
白
氏
文
集
』
か
ら
こ
の
表

現
を
取
り
入
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、『
内
裏
詩
歌
合
』

で
は
、
詩
句
作
成
に
あ
た
っ
て
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
表
現
を
用
い
る
場
合
が

数
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
教
実
詩
の「
欲
何
之
」は『
白

氏
文
集
』
と
い
う
よ
り
『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
学
ん
だ
表
現
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
欲
何
之
」
は
こ
の
一
聯
で
は
題
を
言
い
換
え
る
表
現

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

次
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
対
句
表
現
を
詠
み
込
む
例
を
検
討
す
る
。
藤
原

頼
範
に
よ
る
漢
詩
句
（「
山
中
花
夕
」
題
・
十
一
番
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑯
嶺山
中
花梅

遠
近
随
嵐
馥　

嶺
梅
の
遠
近
は
嵐
に
随
ひ
て
馥
る

　

野山
中
花杏

浅
深
秉
燭夕

分　

野
杏
の
浅
深
は
燭
を
秉と

り
て
分
つ

こ
の
一
聯
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
三
月
三
日
付
桃
」
題
に
収
め
ら
れ
る

摘
句
「
煙
霞
遠
近
応
同
戸
、
桃
李
浅
深
似
勧
杯
」（
用
例
⑤
参
照
）
の
「
遠

近
」
と
「
浅
深
」
を
利
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
朗
詠
題
の
「
三
月
三

日
付
桃
」
は
題
の
「
花
」
に
関
わ
る
が
、『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
取
り
入
れ
ら

れ
た
「
遠
近
」
と
「
浅
深
」
は
題
「
山
中
花
夕
」
の
文
字
を
言
い
換
え
る
も

の
で
は
な
く
、
具
体
的
に
花
の
状
態
を
描
写
す
る
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
藤
原
範
朝
も「
野
外
秋
望
」題
で
下
記
の
漢
詩（
一

番
）
を
詠
ん
で
い
る
。

⑰
松野

外蓋
雨
時
応
宿
客　

松
蓋　

雨
の
時
に
応
に
客
を
宿と
ど

む
べ
し
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蘆野
外
秋花

風
処
似望

招
人　

蘆
花　

風
の
処
に
人
を
招
く
が
似ご
と

し

範
朝
詩
は
「
虫
」
と
い
う
朗
詠
題
の
摘
句
「
山
館
雨
時
鳴
自
暗
、
野
亭
風

処
織
猶
寒
（
山
館
の
雨
の
時　

鳴
く
こ
と
自
ら
暗
し
、
野
亭
の
風
の
処　

織

る
こ
と
猶
ほ
寒
し
。
330
・
橘
直
幹
）
に
お
け
る
「
雨
時
」
と
「
風
処
」
を
取

り
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
朗
詠
題
の
「
虫
」
は
秋
の
景
物
と
し
て
題
の
「
秋

望
」
に
関
連
す
る
が
、『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
得
て
い
た
対
句
表
現
は
題
を
言

い
換
え
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
破
題
す
る
た
め
の
表
現
と
は
言
え
な
い
。

ま
た
、
次
の
よ
う
に
句
の
構
成
に
関
す
る
表
現
を
詠
み
込
む
場
合
も
あ
る
。

⑱
「
山
中
花
夕
」
題
・
十
二
番
・
藤
原
頼
範
（
同
④
）

　

与
鳥山

中

夕
帰
林
期
暁夕月　

鳥
と
林
に
帰
り
て
暁
の
月
を
期
す

　

為
花花

夕
借
宿
入
春山

中雲　

花
が
為
に
宿
を
借
り
て
春
の
雲
に
入
る

⑲
「
山
中
花
夕
」
題
・
二
十
番
・
藤
原
兼
隆

　

与
月夕

相
期
占
緑
水　

月
と
相
ひ
期
し
て
緑
水
を
占
む

　

為
花花

夕
一
夜
宿
春山

中山　

花
が
為
に
一
夜
春
山
に
宿
す

・
和
漢
朗
詠
集
・
餞
別
・
631
・
白
居
易

　

与
君
後
会
知
何
処　

君
と
後
会
せ
む
こ
と
何
れ
の
処
と
か
知
ら
む

　

為
我
今
朝
尽
一
杯　

我
が
為
に
今
朝
一
杯
を
尽
せ

⑱
と
⑲
に
は
、
題
の
「
山
中
花
夕
」
と
は
直
接
関
わ
ら
な
い
が
、「
与
…
、

為
…
」と
い
う
句
の
構
造
に
関
す
る
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、対

句
表
現
の
「
与
」
と
「
為
」
は
『
内
裏
詩
歌
合
』
に
お
い
て
複
数
人
の
詩
句

に
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、
漢
詩
の
作
成
に
際
し
て
共
通
す
る
資
料
が
利
用
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、
⑱
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
よ
り
も
う
一
組
の

対
句
表
現
「
暁
月
」
と
「
春
雲
」（
用
例
④
参
照
）
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
与
…
、
為
…
」
と
い
う
表
現
も
『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
学
ん
だ
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、『
内
裏
詩
歌
合
』
の
漢
詩
句
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
表
現

を
破
題
以
外
に
利
用
す
る
場
合
も
見
ら
れ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
の
表
現
を
文

脈
や
内
容
と
関
係
な
く
、
言
葉
と
し
て
利
用
す
る
例
お
よ
び
句
の
構
造
に
関

わ
る
表
現
を
セ
ッ
ト
で
取
り
入
れ
る
例
が
あ
り
、『
和
漢
朗
詠
集
』
を
語
彙
集

の
よ
う
に
用
い
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
り
、『
内
裏
詩
歌
合
』
の
漢
詩
句
は
、
題
と
共
通
す
る
文

字
を
持
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
題
か
ら
連
想
で
き
る
朗
詠
題
を
手
掛
か
り
と

し
て
、漢
詩
の
表
現
を
見
出
す
傾
向
が
あ
る
が
、破
題
の
た
め
の
表
現
と
破
題

以
外
に
用
い
ら
れ
る
表
現
が
見
え
る
。『
内
裏
詩
歌
合
』
の
漢
詩
句
に
お
け
る

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
利
用
方
法
に
は
い
く
つ
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

ま
た
、
全
体
的
に
見
る
と
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
利
用
す

る
場
合
と
一
部
を
変
え
て
利
用
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
作
者

に
基
づ
い
て
考
え
る
と
、
後
者
は
主
に
儒
者
、
前
者
は
主
に
儒
者
以
外
の
作

者
に
見
え
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
の
用
い
方
は
作
者
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
し
く
検
討
す
る
。

四
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
利
用
方
法
と
作
者
と
の
関
連

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
作
者
は
、
頼
範
・
範
朝
・
範
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宗
な
ど
の
歌
人
あ
る
い
は
順
徳
天
皇
の
近
臣
で
儒
者
で
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
が
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
利
用
せ
ず
、
一
部
を
変
え

て
用
い
る
作
者
は
、
家
宣
・
資
実
・
範
時
・
為
長
の
よ
う
な
文
章
博
士
・
東

宮
学
士
な
ど
を
務
め
た
儒
者
が
主
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、『
和
漢
朗
詠
集
』

の
利
用
方
法
が
異
な
る
の
は
、
作
者
が
儒
者
で
あ
る
か
ど
う
か
に
関
係
す
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
で
き
る
。
本
節
で
は
、儒
者
で
あ
る
為
長
と
資
実

の
例
を
取
り
上
げ
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
な
い
場
合
、

作
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
用
い
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て
み
る
。

ま
ず
、
下
記
の
二
例
を
挙
げ
る
。

②
「
野
外
秋
望
」
題
・
三
番
・
資
実
（
再
掲
）

　

隼野

外
・
秋

撃
林
梢
飛
望鳥

少　

隼　

林
の
梢
を
撃
ち
て　

飛
鳥
少
な
し

　

馬
野
外

嘶
原
上
猟
望徒

多　

馬　

原
の
上
に
嘶い
ば

え
て　

猟
徒
多
し

⑩
「
山
中
花
夕
」
題
・
五
番
・
為
長
（
再
掲
）

　

一
日
遊山
中
・
花春

帰
夕帯

月　

一
日
春
に
遊
び　

帰
る
に
月
を
帯
ぶ

　

双山

中雲
為
雪
老花

夕
眠
花　

双
雲
雪
と
為
り　

老
い
て
花
に
眠
る

②
の
一
句
目
は
「
隼
撃
」
を
用
い
て
「
秋
」
を
表
現
し
、「
林
梢
」
が
「
野

外
」、「
飛
鳥
少
」
が
「
望
」
の
風
景
を
詠
ん
で
い
る
。
隼
が
木
を
撃
つ
情
景

を
描
写
す
る
も
の
と
し
て
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
雁
付
帰
雁
」
題
に
「
雁
飛

碧
落
書
青
紙
、
隼
撃
霜
林
破
錦
機
」（
雁　

碧
落
に
飛
び
て　

青
紙
に
書
せ

り
、
隼　

霜
林
を
撃
ち
て　

錦
機
を
破
る
。
321
・
菅
原
道
真
）
と
あ
り
、
隼

が
霜
の
降
り
た
紅
葉
の
林
に
飛
び
込
む
と
、
錦
を
織
る
織
機
を
壊
す
か
の
よ

う
に
紅
葉
を
散
ら
す
と
い
う
秋
の
風
景
を
描
い
て
い
る
。
資
実
詩
は
摘
句
の

「
隼
撃
霜
林
」
と
い
う
表
現
を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、「
霜
林
」
を
そ
の
ま
ま

で
は
な
く
、「
林
梢
」
に
変
え
て
い
る
。
そ
れ
は
対
句
の
「
馬
嘶
原
上
」
に
お

け
る
場
所
を
表
す
「
原
」
と
位
置
を
示
す
「
上
」
で
構
成
さ
れ
る
「
原
上
」

と
い
う
表
現
に
合
わ
せ
て
、「
霜
林
」
を
場
所
を
表
す
「
林
」
と
位
置
を
示
す

「
梢
」
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
「
林
梢
」
に
変
更
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
⑩
で
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
摘
句
に
お
け
る

「
酔
眠
花
」
の
「
酔
」
は
「
老
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
二
句
目
の
「
双

雲
為
雪
」
は
山
に
あ
る
雲
が
白
雪
の
よ
う
に
見
え
て
、
美
し
い
髪
の
毛
を
表

す
雲
鬢
が
連
想
さ
れ
る
。
白
く
な
っ
て
雪
に
喩
え
ら
れ
る
「
双
鬢
」
と
「
双

鬟
」
の
よ
う
に
、
双
雲
が
雪
に
喩
え
ら
れ
る
の
も
白
髪
を
暗
示
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
年
老
い
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
と
理
解
で
き
る
。
こ

の
前
半
の
内
容
を
踏
ま
え
、
為
長
は
「
酔
」
を
「
老
」
に
改
め
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
漢
詩
句
の
構
成
や
文
脈
に
よ
っ
て
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
表

現
を
一
部
変
え
て
利
用
す
る
場
合
が
見
ら
れ
る
。

次
に
、
本
文
な
ど
を
踏
ま
え
て
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
表
現
を
少
し
工
夫
し

て
利
用
す
る
例
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
野
外
秋
望
」
題
で
詠
ま
れ
た
菅
原

為
長
の
一
聯
（
五
番
）
を
も
う
一
度
掲
げ
た
い
。

　

⑪
白
望鷺双

飛
秋野
外
秋沢

雪　

白
鷺
双な
ら

び
に
飛
ぶ　

秋
沢
の
雪

　
　

紅秋

望

梢
半
出
暮野

外山
雲　

紅
梢
半
ば
出
づ　

暮
山
の
雲
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前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
二
句
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
山
水
」
題
に
収

め
ら
れ
る
「
碍
日
暮
山
青
簇
簇
、
浸
天
秋
水
白
茫
茫
（
日
を
碍
ふ
る
暮
山
は

青
く
し
て
簇
簇
た
り
、
天
を
浸
す
秋
水
は
白
く
し
て
茫
茫
た
り
。
501
・
白
居

易
）
の
「
暮
山
」
と
「
秋
水
」
を
利
用
し
て
い
る（
（1
（

。
し
か
し
な
が
ら
、『
和
漢

朗
詠
集
』
の
表
現
は
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、「
秋
水
」
が
「
秋

沢
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
為
長
は
な
ぜ
「
水
」
を
「
沢
」
に
改
め
た

の
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、「
鷺
」
と
「
沢
」
と
の
関
わ
り
か
ら
考
え
て
み

た
い
。「
鷺
」
と
「
沢
」
の
用
例
を
調
べ
て
み
る
と
、
漢
詩
で
は
両
者
が
一
緒

に
詠
ま
れ
る
例
が
見
当
た
ら
な
い
。
他
の
資
料
に
目
を
向
け
る
と
、『
毛
詩
』

周
頌
「
振
鷺
」
に
「
振
鷺
于
飛
、
于
彼
西
雍
」（
振
鷺　

于
に
飛
ぶ
、
彼
の
西

雍
に
）
と
あ
り
、
毛
伝
に
「
振
振
、
群
飛
貌
。
鷺
、
白
鳥
也
。
雍
、
沢
也
」

（
振
振
、
群
飛
の
貌
な
り
。
鷺
、
白
鳥
な
り
。
雍
、
沢
な
り
）と
見
え
、
さ
ら

に
鄭
箋
に「
白
鳥
集
於
西
雍
之
沢
。
言
所
集
得
其
処
也
」（
白
鳥
西
雍
の
沢
に

集
ま
る
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
集
ま
る
所
其
の
処
を
得
る
な
り
）
と
い
う
表
現
が

見
ら
れ
る
。
傍
線
部
が
示
す
よ
う
に
、「
白
鷺
」
の
い
る
場
所
が
「
沢
」
と
さ

れ
て
い
る
。
為
長
詩
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
表
現
を
あ
る
程
度
使
い
つ
つ
も
、

『
毛
詩
』
の
注
釈
を
踏
ま
え
て
工
夫
し
て
利
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
表
現
を
用
い
て
い
な
い
が
、
同
じ
よ
う
に
故
事

な
ど
を
踏
ま
え
て
詠
む
も
の
と
し
て
、「
野
外
秋
望
」
題
で
詠
ま
れ
た
資
実
の

例
（
四
番
）
を
挙
げ
る
。

⑳
殷野

外夢
夜
静
甘
霖
雨　

殷
の
夢　

夜
静
か
に
し
て
甘
霖
の
雨

　

軒野

外楽
秋秋

深
落秋葉
波望　

軒
の
楽　

秋
深
く
し
て
落
葉
の
波（
（1
（

「
殷
夢
」「
軒
楽
」
が
題
の
「
野
外
」、「
甘
霖
雨
」「
秋
深
落
葉
波
」
が
「
秋

望
」
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
殷
夢
」
は
、
殷
の
高
祖
が
傅
険
の
中
に

隠
れ
て
い
た
説
と
い
う
聖
人
を
得
た
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は

『
史
記
』
巻
三
・
殷
本
紀
に
、

帝
武
丁
即
位
、
思
復
興
殷
、
而
未
得
其
佐
。
三
年
不
言
、
政
事
決
定
於

冢
宰
、
以
観
国
風
。
武
丁
夜
夢
得
聖
人
、
名
曰
説
。
以
夢
所
見
視
群
臣

百
吏
、
皆
非
也
。
於
是
迺
使
百
工
営
求
之
野
、
得
説
於
傅
険
中
。
是
時

説
為
胥
靡
、筑
於
傅
険
。
見
於
武
丁
。
武
丁
曰
是
也
。
得
而
與
之
語
、果

聖
人
。
挙
以
為
相
、
殷
国
大
治
。
故
遂
以
傅
険
姓
之
、
号
曰
傅
説
。

（
帝
武
丁
即
位
し
、
復
た
殷
を
興
す
を
思
ひ
て
、
而
し
て
未
だ
に
其
の
佐

を
得
ず
。
三
年
言
は
ず
、
政
事
を
冢
宰
に
決
定
せ
し
め
、
以
て
国
風
を

観
る
。
武
丁
夜
に
聖
人
を
得
る
を
夢
み
、
名
は
説
と
曰
ふ
。
夢
見
る
所

を
以
て
群
臣
百
吏
を
視
る
に
、
皆
非
ざ
る
な
り
。
是
に
於
い
て
迺
ち
百

工
を
し
て
野
に
営
求
せ
し
め
、
説
を
傅
険
の
中
に
得
た
り
。
是
の
時
説

は
胥
靡
と
為
り
、
傅
険
に
筑
す
。
武
丁
に
見
ゆ
。
武
丁
は
是
な
り
と
曰

ふ
。
得
て
之
と
語
り
、果
し
て
聖
人
な
り
。
挙
げ
て
以
て
相
と
為
し
、殷

国
大
治
な
り
。
故
に
遂
に
傅
険
を
以
て
姓
し
、
号
し
て
傅
説
と
曰
ふ
。）

と
あ
り
、
殷
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
す
る
殷
の
高
祖
が
聖
人
を
得
た
夢
を
見
て
、

百
工
に
こ
の
聖
人
を
野
に
求
め
さ
せ
、
傅
険
の
中
に
隠
れ
て
い
た
説
を
得
た

と
い
う
話
で
あ
る
。
佐
藤
道
生
氏
に
よ
る
と
、句
題
詩
の
詠
法
に
お
け
る「
本

文
」
は
作
者
が
何
ら
か
の
典
拠
を
用
い
て
詩
句
を
作
る
場
合
、
そ
の
本
文
中
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に
句
題
の
文
字
を
含
む
必
要
が
あ
る（
（1
（

。
こ
の
『
史
記
』
の
本
文
に
「
使
百
工

営
求
之
野
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
題
字
の
「
野
」
が
見
ら
れ
る
た
め
、
一

句
目
の
「
殷
夢
」
と
い
う
表
現
は
『
史
記
』
の
故
事
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
題

の
「
野
外
」
を
言
い
換
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
資
実
詩
の
「
軒
楽
」
と
い
う
表
現
は
、
黄
帝
が
天
楽
を
奏
し

た
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
。
そ
の
故
事
に
つ
い
て
、『
荘
子
』
外
篇
・
天
運
に
、

北
門
成
問
於
黄
帝
曰
、帝
張
咸
池
之
楽
於
洞
庭
之
野
、吾
始
聞
之
懼
、復

聞
之
怠
、
卒
聞
之
而
惑
、
蕩
蕩
默
默
、
乃
不
自
得
。

（
北
門
成
黄
帝
に
問
ひ
て
曰
く
、
帝
洞
庭
の
野
に
咸
池
の
楽
を
張
り
て
、

吾
始
め
て
之
を
聞
き
て
懼
れ
、
復
た
之
を
聞
き
て
怠
り
、
卒
に
之
を
聞

き
て
惑
ひ
、
蕩
蕩
默
默
た
り
、
乃
ち
自
得
せ
ず
。）

と
見
え
、
北
門
成
は
黄
帝
が
洞
庭
湖
畔
で
催
し
た
「
咸
池
」
の
舞
楽
演
奏
を

見
て
異
様
な
感
動
を
受
け
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
れ
も
本
文
の
「
洞
庭
之

野
」
に
「
野
」
と
い
う
文
字
が
あ
る
た
め
、
二
句
目
の
「
軒
楽
」
と
い
う
表

現
は
『
荘
子
』
の
故
事
に
関
わ
っ
て
題
の
中
の
「
野
外
」
を
表
し
て
い
る
と

言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
資
実
は
作
詩
に
際
し
て
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
表
現

を
用
い
る
の
み
な
ら
ず
、『
史
記
』
や
『
荘
子
』
な
ど
に
見
え
る
故
事
に
関
連

す
る
表
現
も
詠
み
込
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
利
用
方
法
は
、
作
者
が
儒

者
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。さ
ら
に
、為

長
や
資
実
の
よ
う
な
儒
者
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
表
現
を
取
り
入
れ
る
の

み
な
ら
ず
、
漢
詩
の
文
脈
や
故
事
・
本
文
な
ど
を
踏
ま
え
て
そ
の
表
現
を
工

夫
し
て
利
用
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

た
だ
し
、
為
長
と
資
実
の
詩
に
詠
み
込
ま
れ
る
故
事
の
表
現
に
つ
い
て
、

類
書
を
調
べ
て
み
る
と
、『
文
鳳
抄
』
地
儀
部
の
「
野
」
項
に
「
軒
皇
古
楽

〈
殷
帝
夜
夢
〉」
や
宝
貨
部
の
「
糸
」
項
に
「
蜘
蛛
当
戸
〈
䳲
鷺
立
波
〉」
と
あ

り
、『
擲
金
抄
』
双
貫
部
の
「
山
野
」
項
に
「
軒
帝
楽
声
」「
殷
夢
遠
」
と
見

え
る
。さ
ら
に
、傅
説
や
軒
楽
の
故
事
本
文
も
類
書
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。為

長
や
資
実
は
故
事
に
関
わ
る
表
現
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
故
事
は
類

書
の
範
囲
を
超
え
て
い
な
い
。
そ
し
て
、「
殷
夢
」
お
よ
び
「
軒
楽
」
と
共
通

性
の
高
い
表
現
も
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
作
者
た
ち
は
故
事
に
関
連
す
る

表
現
を
直
接
原
典
か
ら
取
り
入
れ
た
と
い
う
よ
り
、
当
時
盛
ん
に
用
い
ら
れ

た
類
書
な
ど
を
利
用
し
て
詠
み
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
本
文
」
と
い
う
の
は
本
来
句
題
詩
の
詠
法
に
従
っ
て
、

中
国
の
古
典
に
基
づ
き
、
故
事
の
世
界
に
入
り
込
ん
で
詠
ま
れ
る
も
の
で
あ

る
。
佐
藤
道
生
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
句
題
詩
の
詠
法
に
お
け
る「
本
文
」

と
は
、
句
題
と
詩
句
と
の
間
に
典
拠
の
本
文
を
置
い
て
両
者
を
結
び
つ
け
る

も
の
で
あ
る（
（1
（

。
故
事
に
関
わ
る
表
現
は
、
典
拠
の
世
界
と
詩
句
の
世
界
と
の

二
つ
の
世
界
を
詠
ん
で
お
り
、
重
層
性
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、「
殷

夢
」
と
「
軒
楽
」
は
類
書
に
お
い
て
「
野
」
を
表
す
定
型
表
現
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
表
現
は
本
来
故
事
に
関
連
す
る
も
の
で
あ

る
が
、こ
こ
で
は
出
典
の
世
界
ま
で
踏
み
込
ん
で
解
釈
す
る
の
で
は
な
く
、単

に
題
字
を
言
い
換
え
る
言
葉
と
し
て
類
書
の
表
現
を
使
っ
て
い
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
故
事
に
関
わ
る
表
現
が
類
書
な
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ど
か
ら
直
接
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
方
法
は
「
本
文
」
と
い
う
よ
り
、
言

葉
の
単
純
な
言
い
換
え
が
基
本
と
な
る
「
破
題
」
に
近
い
と
言
え
よ
う
（
（1
（

。

お
わ
り
に

以
上
、『
内
裏
詩
歌
合
』
の
漢
詩
句
に
お
け
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
利
用
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。『
内
裏
詩
歌
合
』
の
漢
詩
句
で
は
、『
和
漢
朗

詠
集
』
の
表
現
を
取
り
入
れ
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
利
用
方
法
は
、

破
題
に
用
い
る
も
の
と
破
題
以
外
に
用
い
る
も
の
に
分
け
ら
れ
る
が
、『
和

漢
朗
詠
集
』
に
お
け
る
対
句
表
現
を
セ
ッ
ト
で
詠
み
込
む
場
合
が
特
に
多
い
。

ま
ず
、
破
題
に
用
い
る
場
合
で
は
、
題
の
文
字
に
関
連
す
る
朗
詠
題
を
頼

り
に
表
現
を
見
出
す
傾
向
が
見
え
る
。
さ
ら
に
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
漢
詩
句

に
お
け
る
単
独
の
表
現
と
対
句
表
現
を
取
り
入
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
対
句

表
現
を
セ
ッ
ト
で
利
用
す
る
も
の
と
し
て
、
表
現
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
場
合

と
そ
の
ま
ま
利
用
せ
ず
に
一
部
変
え
て
詠
み
込
む
場
合
に
分
類
で
き
る
。
ま

た
、
破
題
以
外
に
用
い
る
場
合
で
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
表
現
を
題
と
関
わ

ら
ず
に
言
葉
の
み
利
用
す
る
例
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
平
安
後
期
か
ら
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
利
用
方
法
を
継
承

し
て
破
題
の
た
め
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
表
現
を
用
い
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

『
和
漢
朗
詠
集
』
を
語
彙
集
の
よ
う
に
使
用
す
る
場
合
も
あ
り
、『
内
裏
詩
歌

合
』に
お
け
る『
和
漢
朗
詠
集
』の
利
用
方
法
は
い
く
つ
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
作
者
に
よ
っ
て
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
表
現
を

利
用
す
る
姿
勢
が
異
な
る
。
儒
者
で
な
い
作
者
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
表
現

を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
、
為
長
や
資
実
な
ど
の
儒
者

は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
表
現
を
用
い
な
が
ら
も
、
故
事
な
ど
を
踏
ま
え
て
言

葉
を
工
夫
し
て
詠
み
込
む
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
ら
の
故
事
に
関
わ
る

表
現
は
『
文
鳳
抄
』
や
『
擲
金
抄
』
な
ど
に
見
ら
れ
、
儒
者
で
あ
る
詩
人
た

ち
は
作
詩
に
あ
た
っ
て
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
み
な
ら
ず
、
類
書
な
ど
に
収
録

さ
れ
る
故
事
の
表
現
も
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

類
書
か
ら
故
事
に
関
す
る
表
現
を
直
接
取
り
入
れ
る
と
い
う
詠
法
は
、
典

型
的
な
「
本
文
」
と
い
う
よ
り
、「
破
題
」
に
近
い
と
言
え
る
。
こ
れ
は
当
時

の
儒
者
の
一
般
的
な
詠
法
な
の
か
、
そ
れ
と
も
詩
歌
合
と
い
う
場
で
あ
る
た

め
類
書
に
頼
っ
て
本
文
を
用
い
な
い
詠
法
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、

『
内
裏
詩
歌
合
』
以
降
に
行
わ
れ
た
詩
歌
合
の
表
現
と
ど
の
よ
う
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
同
時
代
に
お
け
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
利
用
の
実
態
と
と
も
に
今

後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
た
い
。

注（1
）　

唐
沢
正
実
「
順
徳
天
皇
内
裏
に
お
け
る
詩
歌
合
の
盛
行
に
つ
い
て
」、『
語

文
』
六
五
号
、
日
本
大
学
国
文
学
会
、
一
九
八
六
年
六
月

（
2
）　

佐
藤
道
生「
句
題
詩
概
説
」、『
句
題
詩
研
究
』、
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

〇
〇
七
年

（
3
）　

堀
川
貴
司
「『
元
久
詩
歌
合
』
に
つ
い
て
―
「
詩
」
の
側
か
ら
―
」、『
詩
の
か

た
ち
・
詩
の
こ
こ
ろ
―
中
世
日
本
漢
文
学
研
究
―
』、
若
草
書
房
、
二
〇
〇
六
年

（
初
出
：
同
題
『
国
語
と
国
文
学
』
七
一

－

一
、
一
九
九
四
年
一
月
）

（
4
）
海
野
圭
介
・
滝
川
幸
司｢

『
十
七
番
詩
歌
合
』
解
説｣

、『
詞
林
』、
巻
十
九
、

一
九
九
六
年
四
月

（
5
）　

佐
藤
道
生
「『
和
漢
朗
詠
集
』、
幼
学
書
へ
の
道
」、『
三
河
鳳
来
寺
旧
蔵
暦
応
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二
年
書
写　

和
漢
朗
詠
集　

影
印
と
研
究（
研
究
篇
）』論
考
、
勉
誠
出
版
、
二

〇
一
四
年
（
初
出
：
同
題
『
和
漢
比
較
文
学
』
三
十
六
号
、
二
〇
〇
六
年
二
月
）

（
6
）　
「
・
」
は
題
字
、
詩
句
の
横
に
記
し
て
い
る
文
字
は
各
表
現
が
対
応
す
る
題

の
文
字
を
示
す
。

（
7
）　

□
部
分
は
『
内
裏
詩
歌
合
』
の
題
（「
山
中
花
夕
」「
野
外
秋
望
」）
に
関
連

す
る
朗
詠
題
、
傍
線
部
は
『
内
裏
詩
歌
合
』
の
漢
詩
句
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
と

共
通
す
る
表
現
を
示
す
。

（
8
）　

山
田
尚
子
氏
が
「
詩
序
の
句
題
と
朗
詠
題
と
が
一
致
す
る
か
、
或
い
は
一
致
し

な
い
ま
で
も
何
ら
か
の
関
わ
り
を
以
て
互
い
が
連
想
さ
れ
る
関
係
に
あ
り
、詩
序

の
製
作
に
お
い
て
朗
詠
題
が
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
」

と
述
べ
る
よ
う
に
、『
詩
序
集
』
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
な
朗
詠
題
の
用
い
方
が

見
ら
れ
る
。（「『
詩
序
集
』
の
破
題
表
現
と
『
和
漢
朗
詠
集
』」、『
中
国
故
事
受
容

論
考
―
古
代
中
世
日
本
に
お
け
る
継
承
と
展
開
―
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
年

／
初
出
：
同
題
『
句
題
詩
研
究
』（
同
注
2
））

（
9
）　

菅
原
道
真
の
こ
の
一
聯
に
つ
い
て
、『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』に
は「
煙
霞
、
桃

李
者
、
花
時
之
意
也
」
と
あ
り
、「
煙
霞
」
と
「
桃
李
」
は
句
題
の
「
花
時
天

似
酔
」
に
お
け
る
「
花
時
」
を
表
す
と
い
う
句
題
詩
の
破
題
に
関
す
る
記
述
が

見
ら
れ
る
。
経
高
詩
は
「
煙
霞
」
と
「
桃
李
」
を
用
い
て
題
の
「
花
」
を
言
い

換
え
る
の
は
、
私
注
な
ど
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
古
注
釈
を
利
用
し
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、ほ
か
に
古
注
釈
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
例
は
少

な
く
、『
内
裏
詩
歌
合
』
お
よ
び
同
時
代
に
お
け
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
古
注

釈
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
10
）　
「
花
」
に
つ
い
て
は
、
破
題
の
表
現
を
集
め
て
い
る
『
文
鳳
抄
』
草
樹
部
の

「
花
」
と
い
う
項
目
に
、「
春　

雪　

霞　

露　

雲　

錦　

紅　

白　

艶　

粧　

色　

気　

香　

匂　

薫　

染　

開　

落　

散
（
以
一
字
有
花
意
）」
と
あ
る
。

「
花
」
を
言
い
換
え
る
に
は
「
春
」
や
「
雪
」
な
ど
の
言
葉
を
利
用
で
き
る
と
示

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
春
」
か
ら
「
花
」
も
連
想
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）　

本
句
は
『
千
載
佳
句
』
春
遊
・
八
五
九
に
も
見
ら
れ
る
が
、
全
体
的
に
見
る

と
、『
内
裏
詩
歌
合
』
の
漢
詩
句
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
の
表
現
を
多
く
取

り
入
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
千
載
佳
句
』
の
表
現
を
利
用
す
る
例
は
ま
れ
で

あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
こ
こ
も
『
千
載
佳
句
』
で
は
な
く
、『
和
漢
朗
詠

集
』
か
ら
取
っ
た
表
現
と
考
え
る
。

（
12
）　

為
長
の
こ
の
二
句
は
『
新
撰
朗
詠
集
』「
眺
望
」
題
の
摘
句
「
紅
林
半
落
寒

山
透
、
白
鷺
斜
飛
遠
水
長
」（
紅
林　

半
ば
落
ち
て　

寒
山　

透
け
り
、
白
鷺　

斜
め
に
飛
び
て　

遠
水　

長
し
。
589
・
藤
原
淳
宗
「
長
楽
寺
」）
の
傍
線
部
の

表
現
も
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
内
裏
詩
歌
合
』
に
お
け
る
『
新
撰
朗

詠
集
』
の
利
用
は
、
他
に
も
数
例
あ
る
が
、
本
稿
の
趣
旨
と
は
異
な
る
た
め
、

稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
13
）　

こ
の
一
聯
は
『
新
撰
朗
詠
集
』「
蘭
」
項
目
の
「
波
匂
遠
覚
吹
秋
水
、
雨
染

高
和
動
暮
雲
」（
波
匂
ひ
て
遠
く
覚
る　

秋
の
水
を
吹
く
こ
と
を
、
雨
染
め
て

高
く
和
す　

暮
雲
を
動
か
す
こ
と
を
。
272
・
菅
原
文
時
「
蘭
気
入
軽
風
」）
に

お
け
る
「
雨
」
と
「
波
」
を
利
用
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
14
）　

佐
藤
道
生「
平
安
後
期
の
題
詠
と
句
題
詩
―
そ
の
構
成
方
法
に
関
す
る
比
較

考
察
―
」、『
句
題
詩
研
究
』（
同
注
2
）（
初
出
：
同
題
『
和
歌
文
学
研
究
』
九

十
一
号
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）

（
15
）　

同
注
14
。

（
16
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
（「『
内
裏
詩
歌
合
』
の
詠
法
に
つ
い
て
―
漢
詩
句

を
中
心
に
―
」、
投
稿
中
）
に
論
じ
て
い
る
。

引
用
テ
キ
ス
ト

内
裏
詩
歌
合
・
和
漢
朗
詠
集
・
新
撰
朗
詠
集
―
新
編
国
歌
大
観

法
性
寺
殿
御
集
―�『
日
本
詩
紀　

本
文
と
総
索
引
』（
高
島
要
編
、
勉
誠
出
版
、
二
〇

〇
三
年
三
月
）

毛
詩　
　
　
　

―『
十
三
経
注
疏
附
校
勘
記
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）

史
記　
　
　
　

―『
史
記
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
）

荘
子　
　
　
　

―
四
部
叢
刊
初
編
『
南
華
真
経
』（
商
務
印
書
館
）
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擲
金
抄　
　
　

―�

国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
真
福
寺
善
本
叢
刊
』
第
十
一
巻　
『
擲

金
抄
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
八
年
）

文
鳳
抄　
　
　

―�

本
間
洋
一
『
歌
論
歌
学
集
成　

別
巻
二
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇

〇
一
年
）

※�

本
資
料
で
は
、
引
用
に
際
し
て
、
漢
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、
漢
詩

の
書
き
下
し
文
や
引
用
文
の
傍
線
・
囲
み
部
分
は
発
表
者
に
拠
る
。

付
記

　

本
稿
は
、
令
和
五
年
度
一
月
七
日
に
行
わ
れ
た
、
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
に
お

け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
発
表
の
席
上
、発
表
後
に
御
教
示
を
賜
っ
た
先
生
方
に

深
謝
申
し
上
げ
る
。

（
こ
う
・
む
こ
う　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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